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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
東
京
都
の

小
学
生
を
対
象
に
「
令
和
元
年
度
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
、
令
和
２
年
２
月
に

行
っ
た
選
考
会
に
お
い
て
入
賞
作
品
を
決
定
し
た
。

結
果
発
表
と
表
彰
式
は
全
体
連
絡
会
議
に
お
い
て

３
月
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

な
お
、
平
成
29
年
度
に
創
設
さ
れ
た
東
京
都
知
事

賞
に
加
え
、
令
和
元
年
度
は
東
京
国
税
局
長
賞
と
東

京
都
主
税
局
長
賞
が
同
時
に
創
設
さ
れ
た
。

「税に関する絵はがきコンクール」

東法連女性部会連絡協議会

入賞作品決まる

東　法　連
東京国税局長賞

全法連女連協会長賞

東京都主税局長賞・優秀賞
【荏原法人会】田中美咲紀さん（６年生）【八王子法人会】識名　空さん（６年生）

【浅草法人会】鈴木ひなたさん（６年生）

【向島法人会】橋本妃夏乃さん（６年生） 【荻窪法人会】三木悠立さん（６年生）

【豊島法人会】岩井瑞季さん（５年生）

【日野法人会】佐藤桜来さん（６年生）

東京都知事賞
東法連女連協会長賞

優秀賞

優秀賞 優秀賞 優秀賞
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
京
国
税
局
長
賞
及
び
全
法
連
女
連

協
会
長
賞
に
は
、
荏
原
法
人
会
推
薦
の

田
中
美
咲
紀
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
東
京
都
知
事
賞
及
び
東
法
連
女

連
協
会
長
賞
に
は
、
八
王
子
法
人
会
推

薦
の
識
名
空
さ
ん
の
作
品
。
ま
た
、
優

秀
賞
５
作
品
の
う
ち
１
作
品
を
東
京
都

主
税
局
長
賞
と
す
る
こ
と
と
し
、
日
野

法
人
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
、
佐
藤
桜

来
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
他
、

優
秀
賞
に
は
浅
草
、
荻
窪
、
豊
島
、
向

公
益
財
団
法
人
東
法
連
特
定
退
職
金

共
済
会
（
小
林
栄
三
理
事
長
）
は
２
月

26
日
、
全
法
連
会
館
で
第
28
回
理
事
会

を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、

同
収
支
予
算
、
資
産
運
用
状
況
お
よ
び

資
産
運
用
計
画
等
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
特
退
共
制
度
の
普

及
促
進
を
図
る
た
め
、
東
法
連
各
法
人

会
の
協
力
等
を
得
な
が
ら
、
従
来
に
も

増
し
た
積
極
的
な
広
報
活
動
お
よ
び
加

入
推
進
活
動
を
展
開
す
る
と
し
て
い

る
。
令
和
２
年
１
月
末
現
在
の
加
入
状

況
は
、
事
業
所
数
４
９
２
４
社
、
人
数

３
万
５
６
７
５
人
、
口
数
32
万
７
３
４

８
口
、
積
立
金
は
４
４
１
億
８
千
万
円

あ
ま
り
（
※
令
和
元
年
11
月
末
現
在
）

と
な
っ
て
い
る
。

収
支
予
算
で
は
、
経
常
収
益
と
し
て

基
本
財
産
運
用
益
、
特
定
資
産
運
用

益
、
雑
収
益
あ
わ
せ
て
１
千
３
０
０
万

円
、
掛
金
収
益
39
億
７
千
万
円
、
合
計

39
億
８
千
万
円
あ
ま
り
を
見
込
ん
で
い

る
。

東
法
連
は
３
月
17
日
開
催
予
定
の
第

４
回
理
事
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
決
議
の
省
略
（
定

款
第
32
条
２
項
）
の
手
続
き
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
３
月
26
日
、
決
議
事

項
を
定
め
た
提
案

書
（
理
事
会
議
案

書
）
に
つ
い
て
理

事
全
員
の
書
面
に

よ
る
同
意
が
あ
り
、

決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

提
案
書
の
決
議
事
項
は
、
令
和
２
年

度
の
事
業
計
画
案
・
予
算
案
、
６
月
11

日
開
催
予
定
の
第
８
回
通
常
総
会
に
つ

い
て
で
あ
る
。
事
業
計
画
の
内
容
に
つ

い
て
は
３
頁
参
照
。

な
お
、
２
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
広

報
委
員
会
を
除
く
、
開
催
中
止
と
な
っ

た
各
委
員
会
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
各
委
員
に
書
面
に
よ
る
承
認
を
得

て
い
る
。

令
和
２
年
度
予
算
で
は
、
経
常
収
益

を
約
２
億
５
４
０
０
万
円
と
し
て
お

り
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
予
算
内
容
で

あ
る
。
第
８
回
通
常
総
会
の
議
案
は
、

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
書

及
び
監
査
報
告
承
認
の
件
で
あ
る
。

島
の
各
法
人
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
４

作
品
が
選
ば
れ
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル

は
東
法
連
全
48
会

で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
約
３
万

件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

入
賞
作
品
の
選
考
は
、
２
月
18
日
開

催
の
第
４
回
東
法
連
女
連
協
役
員
会
に

お
い
て
、
東
京
国
税
局
及
び
東
京
都
主

税
局
の
法
人
会
担
当
者
や
、
役
員
、
相

談
役
、
顧
問
ら
が
選
考
委
員
と
な
っ
て

行
わ
れ
た
。
そ
の
他
、
専
門
家
の
立
場

か
ら
東
京
都
図
画
工
作
研
究
会
顧
問

で
、
帝
京
大
学
教
育
学
部
教
授
の
辻
政

博
氏
が
選
考
委
員
を
務
め
た
。

選
考
会
に
お
い
て
同
氏
は
、
東
京
国

税
局
長
賞
及
び
全
法
連
女
連
協
会
長
賞

作
品
に
つ
い
て
、「
ま
ず
、
鮮
や
か
な

色
の
配
色
が
、
見
る
人
に
強
く
訴
え
か

け
る
作
品
で
あ
る
。
最
初
に
、
中
央
下

に
大
き
く
描
か
れ
た
税
金
の
白
い
袋
と

背
景
の
黄
色
の
配
色
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
そ
の
上
に
描
か
れ
た
お
じ
い

さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
、
作
者
の
や
さ

し
い
気
持
ち
を
伝
え
て
く
れ
る
。

さ
ら
に
周
囲
に
は
、
様
々
な
生
活
の

様
子
が
描
か
れ
、
税
が
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
環
境
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
も

伝
え
て
い
る
。
素
朴
で
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
あ

る
。」
と
選
考
理
由
を
解
説
し
た
。

東
京
国
税
局
長
賞—

荏
原
法
人
会
推
薦
作
品

東
京
都
知
事
賞—

八
王
子
法
人
会
推
薦
作
品

東
京
都
主
税
局
長
賞—

日
野
法
人
会
推
薦
作
品

東
法
連
理
事
会

東
法
連
特
退
共
理
事
会

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画・予
算

「
決
議
の
省
略
」に
よ
り
承
認

令
和
２
年
度
事
業
計
画
・

予
算
等
を
承
認
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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

Ⅰ　
活
動
の
基
本
方
針

全
法
連
が
制
定
し
た
法
人
会
の
理
念
の

下
、
法
人
会
は
「
法
人
自
治
」
及
び
「
自

己
責
任
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
活
動
の
更

な
る
充
実
に
努
め
る
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
会

の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活
動
に

力
点
を
置
き
な
が
ら
、
行
政
と
連
携
し
た

公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
に
努
め
る
と
と

も
に
、
法
人
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、

会
員
増
強
及
び
会
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
も
一
層
力
を
注
ぎ
、
以
下
に
掲
げ
る
諸

施
策
に
取
り
組
む
。

Ⅱ　
主
な
事
業
計
画
（
要
旨
）

⒈	

納
税
意
識
の
向
上
と
税
知
識
の
普
及

に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

広
く
一
般
の
企
業
や
市
民
に
も
目
を
向

け
な
が
ら
、
納
税
意
識
の
向
上
と
税
知
識

の
普
及
に
資
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ

る
。
こ
の
た
め
、
税
制
関
連
の
研
修
・
セ

ミ
ナ
ー
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
有

益
な
資
料
を
作
成
す
る
等
税
関
連
コ
ン
テ

ン
ツ
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
及

び
一
般
の
企
業
や
市
民
に
対
す
る
適
切
な

広
報
を
実
施
す
る
。

⒉	

税
制
に
対
す
る
調
査
研
究
と
要
望
活

動
の
推
進

税
制
等
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
会
員

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
税
制
（
使
途
問

題
を
含
む
）
に
関
す
る
会
員
の
意
見
を
集

約
し
、
そ
の
意
見
が
税
制
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
要
望
活
動
を
展

開
す
る
。

⒊	

組
織
の
充
実
・
強
化

厳
し
い
社
会
・
経
済
情
勢
の
下
、
会
員

数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
中
で
、
組

織
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
各
種
施
策

の
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
会
員
増
強
月

間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
会
員
の
退
会
防

止
に
努
め
な
が
ら
、
役
員
一
人
一
社
以
上

の
獲
得
を
目
標
に
全
会
一
丸
と
な
っ
た
組

織
的
な
会
員
増
強
を
図
る
。

⒋	

研
修
の
充
実
と
経
営
支
援
活
動
の
推
進

法
人
会
の
根
幹
事
業
で
あ
る
税
法
・
税

務
関
係
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
努
め
る
。
そ
の
際
、
単
位
会
連

携
に
よ
る
広
域
開
催
な
ど
、
よ
り
効
果
的

な
開
催
方
法
や
コ
ス
ト
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
体
系
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
構
築
す
る

な
ど
、研
修
内
容
の
充
実
を
図
る
。な
お
、

会
員
企
業
に
加
え
て
一
般
の
企
業
・
市
民

に
も
対
象
を
広
げ
、
一
層
公
益
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
参
加
人
員
の
増
加
に
努
め

る
。

⒌	

広
報
活
動
の
推
進

法
人
会
の
知
名
度
の
向
上
、
会
員
へ
の

会
活
動
の
周
知
、
会
員
増
強
の
た
め
の
広

報
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
係

委
員
会
と
協
力
し
て
広
く
一
般
に
対
し
て

の
税
の
啓
発
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
公
益

性
の
高
い
広
報
の
推
進
に
努
め
る
。

⒍	

厚
生
共
益
事
業
の
拡
充

企
業
の
存
続
や
従
業
員
の
確
保
の
上
で
、

各
種
福
利
厚
生
制
度
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
財
政
面
に
お
け
る
意
義
を
も
考
慮
し
、

制
度
の
維
持
と
普
及
推
進
を
図
る
。
こ
の

た
め
、
全
法
連
と
協
力
３
社
が
令
和
元
年

度
か
ら
２
年
間
実
施
し
て
い
る
福
利
厚
生

制
度
50
周
年
に
向
け
た
「
想
い
を
つ
な
い

で
50
年
『
会
員
企
業
を
守
り
た
い
』
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
推
進
に
積
極
的
に
協
力
す

る
こ
と
と
し
、
単
位
会
及
び
協
力
３
社
と

の
連
携
強
化
に
努
め
、
福
利
厚
生
制
度
の

拡
大
を
目
指
し
た
推
進
を
図
る
。

⒎	

公
益
事
業
活
動
の
推
進

法
人
会
の
公
益
事
業
活
動
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
税
を
中
心
と
し
て
行
う
こ

と
と
す
る
。
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

や
社
会
へ
の
貢
献
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

こ
と
も
念
頭
に
お
き
、
組
織
力
を
十
分
に

生
か
し
、
関
係
機
関
や
他
の
委
員
会
等
と

連
携
し
つ
つ
、
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
活

動
を
実
施
す
る
。

租
税
教
育
に
つ
い
て
は
、
青
年
部
会
連

絡
協
議
会
、
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
の
協

力
の
も
と
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
積

極
的
に
推
進
す
る
。

⒏	

青
年
部
会
・
女
性
部
会
活
動
の
充
実

各
単
位
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
の
活

動
を
活
発
に
展
開
し
、
部
会
の
さ
ら
な
る

充
実
と
部
会
員
の
研
鑽
を
図
る
と
と
も

に
、
会
活
動
の
担
い
手
と
し
て
法
人
会
活

動
の
充
実
と
活
性
化
に
資
す
る
た
め
の
諸

施
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
。
特
に
公
益
性

の
高
い
事
業
の
実
施
に
努
め
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
租
税
教
育
や
環
境
問

題
（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
問
題
・
節
電
）
に
つ
い

て
、
親
会
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
積
極
的
に
取
組
む
。

東
法
連 

令
和
２
年
度
事
業
計
画
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

新型コロナウイルス感染症の影響により

納税が困難な方には猶予制度があります

税務署に申請することにより、納税が猶予されます

税務署において所定の審査を早期に行います。

○ 要件

○ 猶予が認められると・・・

お気軽にお電話で
ご相談ください！

（納期限前から相談できます）

新型コロナウイルス感染症の影響により、国税を一時に納付することができない場合、
税務署に申請することにより、次の要件のすべてに該当するときは、原則として１年以内
の期間に限り、猶予が認められますので、所轄の税務署（徴収担当）にご相談ください。

① 国税を一時に納付することにより、事業の継続又は生活の
 維持を困難にするおそれがあると認められること。

② 納税について誠実な意思を有すると認められること。

原則、１年間猶予が認められます。（状況に応じて更に１年間猶予される場合があります。）

③ 猶予を受けようとする国税以外の国税の滞納がないこと。

④ 納付すべき国税の納期限（注１）から６か月以内に申請書が提出されていること。

※ 担保の提供が明らかに可能な場合を除いて、担保は不要となります。

（注１） 令和元年分の申告所得税、贈与税及び個人事業者の消費税の確定申告は、延長された期限
 （原則として令和２年４月16日）が納期限となります。
（注２） 既に滞納がある場合や滞納となってから６月を超える場合であっても、税務署長の職権による
 換価の猶予（国税徴収法第151条）が受けられる場合もあります。

猶予期間中の延滞税が軽減されます。

財産の差押えや換価（売却）が猶予されます。
（申請による換価の猶予：国税徴収法第151条の２）


